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〔
要
旨
〕

 

趙
師
秀
は
、
南
宋
後
半
期
に
活
躍
し
た
「
永
嘉
の
四
霊
」
の
中
で
、
最

も
評
価
の
高
い
詩
人
で
あ
る
。
永
嘉
の
四
霊
は
賈
島
・
姚
合
に
学
び
、
五

言
律
詩
の
創
作
に
心
血
を
注
い
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
そ

の
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

趙
師
秀
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
二
首
の
五
言
律
詩
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」

と
「
薛
氏
瓜
廬
」
を
紹
介
し
、
詳
し
く
解
説
し
た
。

 

ま
ず
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
は
、
永
嘉
の
名
勝
と
し
て
知
ら
れ
る
雁
蕩
山
の

宝
冠
寺
を
訪
れ
た
際
の
感
慨
を
う
た
う
。
山
頂
に
池
が
あ
り
、
こ
こ
に
渡

り
鳥
の
雁
が
逗
留
す
る
こ
と
か
ら
雁
蕩
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
次
に

「
薛
氏
瓜
廬
」
は
、
会
昌
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
薛
師
石
の
瓜
廬
を
訪
れ
た

際
の
感
慨
を
う
た
う
。
薛
師
石
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
江
湖
派
の
小
詩
人
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
は
相
当
な
詩
名
が

あ
り
、
趙
師
秀
を
は
じ
め
永
嘉
の
四
霊
と
交
友
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
詩

は
、
い
ず
れ
も
『
瀛
奎
律
髓
』『
宋
詩
鈔
』『
宋
詩
紀
事
』
及
び
『
宋
詩
精

華
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

中
国
古
典
文
学　

宋
詩　

南
宋　

永
嘉
の
四
霊　

趙
師

秀　

五
言
律
詩　

雁
蕩
山　

宝
冠
寺　

薛
師
石　

瓜
廬

は
じ
め
に

 

趙
師
秀
（
一
一
七
〇
〜
一
二
一
九
）、
字
は
紫
芝
。
号
は
霊
秀
、
ま
た
は

天
楽
。
永
嘉
（
浙
江
省
温
州
）
の
人
。
南
宋
後
半
期
に
活
躍
し
た
「
永
嘉

の
四
霊
」（
徐
照
、
徐
璣
、
翁
巻
、
趙
師
秀
）
の
末
に
名
を
連
ね
る
人
物

で
あ
る
が
、そ
の
実
、四
人
の
中
で
は
最
も
評
価
が
高
い
。
元
・
方
回
『
瀛

奎
律
髓
』
は
、
巻
三
十
五
「
庭
宇
類
」
所
収
の
趙
師
秀
の
五
言
律
詩
「
桃

論
文

趙
師
秀
の
五
言
律
詩
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
及
び
「
薛
氏
瓜
廬
」
に
つ
い
て

三　

野　

豊　

浩　
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花
寺
」
に
対
す
る
評
語
の
中
で
、「
四
霊
詩
、趙
紫
芝
為
冠
〔
四
霊
の
詩
は
、

趙
紫
芝
を
冠
と
為
す
〕」
と
述
べ
て
い
る
。
趙
師
秀
は
宋
の
王
族
で
、
太

祖
趙
匡
胤
の
八
世
の
孫
に
あ
た
る（1
）。
原
籍
は
汴
京
（
河
南
省
開
封
）
で
、

後
に
永
嘉
に
居
を
移
し
た
。
光
宗
の
紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
進
士
と

な
り
、
上
元
（
江
蘇
省
江
寧
）
主
簿
、
金
陵
（
江
蘇
省
南
京
）
幕
従
事
、

筠
州
（
江
西
省
高
安
）
推
官
な
ど
の
小
官
を
歴
任
し
、
晩
年
は
銭
塘
（
浙

江
省
杭
州
）
に
寓
居
し
た
。
寧
宗
の
嘉
定
十
二
年
（
一
二
一
九
）
に
世
を

去
り
、
西
湖
の
ほ
と
り
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
詩
集
を
『
清
苑
斎
集
』
と
い

う
。
趙
師
秀
の
作
品
は『
全
宋
詩
』で
は
巻
二
八
四
一
〜
巻
二
八
四
二（
第

五
十
四
冊
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、合
計
一
六
一
首
と
句
九
つ
を
数
え
る
。

清
・
呉
之
振
等
『
宋
詩
鈔
』
の
『
清
苑
斎
詩
鈔
』
は
、
そ
の
う
ち
一
一
三

首
を
収
録
し
て
い
る
。

 

永
嘉
の
四
霊
は
、
晩
唐
の
賈
島
・
姚
合
に
学
び
、
特
に
五
言
律
詩
の
創

作
に
心
血
を
注
い
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
そ
の
作
品
が
紹

介
さ
れ
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
四
霊
の
冠
と

目
さ
れ
る
趙
師
秀
の
五
言
律
詩
の
う
ち
、
最
も
代
表
的
な
作
品
と
考
え
ら

れ
る「
雁
蕩
宝
冠
寺
」「
薛
氏
瓜
廬
」の
二
首
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
以
前
に
、「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
は
前
野
直
彬
編
『
宋
詩
鑑
賞
辞
典
』（
一

九
七
七
年
九
月
、
東
京
堂
出
版
。
中
島
敏
夫
氏
執
筆
担
当
）
に
、「
薛
氏

瓜
廬
」
は
小
川
環
樹
『
宋
詩
選
』（
一
九
六
七
年
三
月
、
筑
摩
書
房
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
解
説
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
を
参
考
と
し
つ

つ
も
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
読
解
を
目
指
し
た
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は『
宋

詩
鈔
』
所
収
の
『
清
苑
斎
詩
鈔
』
を
底
本
と
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較

し
て
異
同
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
記
し
た
。
字
体
は
新
字
体
で
、
送
り

仮
名
は
新
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
口
語
訳
に
際
し
て
、
原
詩
原

文
に
な
い
言
葉
を
補
っ
た
場
合
は
、〔　

〕
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
に
つ
い
て

 

ま
ず
、「
雁
蕩
宝
冠
寺
〔
雁
蕩
の
宝
冠
寺
〕」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
詩

は
『
宋
詩
鈔
』
の
『
清
苑
斎
詩
鈔
』
の
他
、『
瀛
奎
律
髓
』
巻
四
十
七
「
釈

梵
類
」、
清
・
厲
鶚
『
宋
詩
紀
事
』
巻
八
十
五
、
清
末
〜
民
国
・
陳
衍
『
宋

詩
精
華
録
』
巻
四
及
び
『
全
宋
詩
』
巻
二
八
四
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
宋
詩
の
代
表
的
な
選
集
で
あ
っ
て
も
、
清
・
張
景
星
他
『
宋

詩
別
裁
集
』
及
び
銭
鍾
書
『
宋
詩
選
注
』
に
は
収
録
さ
れ
て
いい
な
い（2
）。

韻
字
は
偶
数
句
末
の
「
云
」「
雲
」「
分
」「
聞
」
で
、
韻
の
種
類
は
上
平

声
十
二
・
文
韻
で
あ
る
。

○
●
●
○
●

行
向
石
欄
立　
　
行
き
て
石
欄
に
立
て
ば

○
○
●
●
◎

清
寒
不
可
云　
　
清
寒
な
る
こ
と　
云
う
べ
か
ら
ず

○
○
○
●
●

流
来
橋
下
水　
　
流
れ
来
た
る
橋
下
の
水

●
●
●
○
◎

半
是
洞
中
雲　
　
半
ば
は
是
れ
洞
中
の
雲
な
り
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●
●
○
○
●

欲
住
逢
年
尽　
　
住
ま
ん
と
欲
す
る
も　
年
の
尽
く
る
に
逢
い

○
○
●
●
◎

因
吟
過
夜
分　
　
吟
ず
る
に
因
り
て　
夜
分
を
過
ぐ

●
○
○
●
●

蕩
陰
当
絶
頂　
　
蕩
陰　
絶
頂
に
当
た
る
も

●
●
●
○
◎

一
雁
未
曽
聞　
　
一
雁
も
未
だ
曽
て
聞
か
ず

 

《
雁
蕩
山
の
宝
冠
寺
》

 

〔
高
い
山
の
上
に
あ
る
〕
石
の
欄
干
に
歩
み
寄
り
、
立
っ
て
〔
眼
下

の
風
景
を
眺
め
て
〕
み
れ
ば
、
そ
の
寒
さ
は
何
と
も
言
え
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。〔
滔
々
と
〕
橋
の
下
ま
で
流
れ
て
来
る
〔
滝
の
〕
水
、
そ
の
半

ば
は
、〔
も
と
は
〕
洞
窟
の
中
の
雲
で
あ
っ
た
の
だ
。

 

〔
こ
の
ま
ま
、
こ
の
山
に
と
ど
ま
っ
て
〕
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
が
、

ち
ょ
う
ど
一
年
の
終
わ
り
を
迎
え
る
時
期
に
出
く
わ
し
、〔
詩
を
夢
中

に
な
っ
て
〕
吟
じ
て
い
た
た
め
に
、
真
夜
中
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
蕩

陰
〔
の
池
〕
は
〔
雁
蕩
山
の
〕
山
頂
に
あ
た
る
が
、〔
ど
う
し
た
わ
け
か
〕

た
っ
た
一
羽
の
雁
〔
の
鳴
く
声
〕
も
、〔
私
は
〕
ま
だ
耳
に
し
て
い
な
い
。

 

最
初
に
、詩
題
の
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
に
つ
い
て
。「
雁
蕩
」
は
、雁
蕩
山
。

略
し
て
雁
山
と
も
い
い
、『
宋
詩
紀
事
』
は
詩
題
を
「
雁
山0

宝
冠
寺
」
と

す
る
。
同
山
は
今
日
で
も
浙
江
省
の
有
名
な
観
光
地
で
あ
り
、
古
く
は
北

宋
・
沈
括
（
一
〇
三
一
〜
一
〇
九
五
）
の
『
夢
渓
筆
談
』
巻
二
十
四
「
雑
志
一
」

に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
次
に
そ
の
一
節
を
示
す
。

 

温
州
雁
蕩
山
、
天
下
奇
秀
、
然
自
古
図
牒
未
嘗
有
言
者
。
祥
符
中
、

因
造
玉
清
宮
、
伐
山
取
材
、
方
有
人
見
之
。
此
時
尚
未
有
名
。
按
西
域

書
、
阿
羅
漢
諾
矩
羅
居
震
旦
東
南
大
海
際
雁
蕩
山
芙
蓉
峰
龍
湫
。
唐
僧

貫
休
為
「
諾
矩
羅
賛
」、
有
「
雁
蕩
経
行
雲
漠
漠
、
龍
湫
宴
坐
雨
濛
濛
」

之
句
。
此
山
南
有
芙
蓉
峰
、
下
芙
蓉
駅
、
前
瞰
大
海
。
然
未
知
雁
蕩
龍

湫
所
在
。
後
因
伐
木
、
始
見
此
山
。
山
頂
有
大
池
、
相
伝
以
為
雁
蕩
。

下
有
二
潭
水
、以
為
龍
湫
。（
中
略
）
謝
霊
運
為
永
嘉
守
、凡
永
嘉
山
水
、

遊
歴
殆
尽
、
独
不
言
此
山
、
蓋
当
時
未
有
雁
蕩
之
名
。

 

温
州
の
雁
蕩
山
は
、
天
下
の
奇
勝
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昔
か

ら
地
図
や
記
録
で
こ
れ
に
言
及
し
た
者
は
な
か
っ
た
。〔
北
宋
の
〕
大

中
祥
符
年
間
（
一
〇
〇
八
〜
一
〇
一
六
）
に
、
玉
清
宮
を
造
営
す
る
た
め

に
山
か
ら
材
木
を
伐
採
し
、
は
じ
め
て
人
が
こ
れ
を
目
に
し
た
が
、
こ

の
時
は
ま
だ
名
を
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た（3
）。
西
域
の
書
物
に
よ
れ

ば
、
阿
羅
漢
の
ナ
ク
ラ
（
十
六
羅
漢
の
一
人
）
が
、
中
国
の
東
南
、
大

海
の
ほ
と
り
に
あ
る
雁
蕩
山
芙
蓉
峰
の
龍
湫
に
住
ん
で
い
た
、
と
あ

る
。
唐
の
僧
の
貫
休
が
「
ナ
ク
ラ
賛
」
を
作
り
、〔
そ
の
中
に
〕「
雁
蕩   

経
行
す
れ
ば　

雲　

漠
漠
、
龍
湫　

宴
坐
す
れ
ば　

雨　

濛
濛
」
と
い

う
句
が
あ
る
。
こ
の
山
の
南
に
は
芙
蓉
峰
が
あ
り
、
そ
の
下
に
は
芙
蓉

駅
が
あ
り
、
前
方
に
大
海
を
見
お
ろ
す
。
し
か
し
な
が
ら
、〔
当
時
は
〕

ま
だ
雁
蕩
と
龍
湫
の
所
在
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
後
に
、
材
木
を
伐
採
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し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
こ
の
山
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。〔
雁

蕩
山
の
〕
山
頂
に
は
大
き
な
池
が
あ
り
、
雁
が
逗
留
す
る
場
所
で
あ
る

と
言
い
伝
え
て
い
る
。
そ
の
下
に
二
つ
の
深
い
淵
が
あ
り
、
龍
が
棲
む

滝
で
あ
る
と
さ
れ
る
。（
中
略
）〔
南
朝
宋
の
〕
謝
霊
運
が
永
嘉
の
太
守

と
な
り
、
永
嘉
の
山
水
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
遊
覧
し
て
い
る
が
、
た
だ

こ
の
山
の
こ
と
だ
け
は
語
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、当
時
は
ま
だ「
雁

蕩
」
と
い
う
名
称
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

時
代
が
下
っ
て
、
清
・
顧
祖
禹
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
九
十
四
「
浙
江

六
」
は
、
雁
蕩
山
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

 

雁
蕩
山
、
県
東
九
十
里
。
岩
巒
盤
曲
凡
数
百
里
、
其
峰
百
有
二
、
谷

十
、
洞
八
、
岩
三
十
、
争
奇
競
勝
、
遊
歴
難
遍
。
志
云
、
山
跨
楽
清
平

陽
二
県
、
在
平
陽
西
南
者
曰
南
雁
蕩
、
此
為
北
雁
蕩
。
群
峰
峭
抜
、
上

聳
千
尺
、
皆
包
谷
中
、
自
嶺
外
望
之
、
都
無
所
見
、
至
谷
中
則
森
然
干

霄
。
有
大
小
龍
湫
会
諸
渓
澗
水
、
懸
岩
数
百
丈
、
飛
瀑
之
勢
、
如
傾
万

斛
水
従
天
而
下
也
。
絶
頂
有
湖
、
方
十
余
里
、
水
常
不
涸
、
雁
之
春
帰

者
留
宿
焉
、
故
曰
雁
蕩
。（
中
略
）
沈
括
謂
天
下
奇
秀
無
逾
此
山
也
。

 

雁
蕩
山
は
、〔
楽
清
〕
県
の
東
、
九
十
里
の
所
に
あ
る
。
岩
山
が
う

ね
う
ね
と
続
く
こ
と
お
よ
そ
数
百
里
、
そ
の
峰
は
百
二
、
谷
は
十
、
洞

窟
は
八
、
巨
岩
は
三
十
も
あ
り
、
奇
観
を
競
い
合
っ
て
い
て
、
あ
ま
ね

く
遊
覧
す
る
の
は
難
し
い
。
地
理
志
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
山
は

楽
清
と
平
陽
の
二
県
に
ま
た
が
り
、
平
陽
の
西
南
に
あ
る
も
の
を
南
雁

蕩
と
い
い
、
こ
ち
ら
〔
楽
清
〕
側
に
あ
る
の
が
北
雁
蕩
で
あ
る
。
数
多

く
の
峰
が
け
わ
し
く
切
り
立
ち
、
千
尺
も
の
高
さ
に
そ
び
え
、
い
ず
れ

も
谷
の
中
に
包
ま
れ
て
い
る
。
外
側
か
ら
こ
れ
を
眺
め
る
と
、
ま
っ
た

く
何
も
見
え
な
い
が
、
谷
の
中
に
入
る
と
、
鬱
蒼
と
し
て
雲
の
上
ま
で

突
き
抜
け
て
い
る
。
大
小
の
滝
が
あ
り
、
諸
々
の
渓
流
や
谷
川
の
水
を

集
め
、
岩
に
懸
か
る
こ
と
数
百
丈
、
流
れ
落
ち
る
滝
の
勢
い
は
、
あ
た

か
も
万
斛
の
水
を
天
上
か
ら
注
ぎ
落
と
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
山
頂

に
湖
が
あ
り
、
十
余
里
四
方
で
、
水
は
常
に
涸
れ
る
こ
と
な
く
、
春
に

〔
北
に
〕
帰
る
雁
が
こ
こ
に
逗
留
す
る
の
で
、
雁
蕩
と
い
う
。（
中
略
）

沈
括
は
、
天
下
の
奇
勝
は
こ
の
山
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
言
っ
て
い

る
。

 

「
浙
江
省
交
通
旅
遊
図
」（
一
九
九
九
年
、
湖
南
地
図
出
版
社
発
行
）
を

見
る
と
、
現
在
で
も
温
州
の
一
帯
に
は
「
北
雁
蕩
山
」「
中
雁
蕩
山
」「
南

雁
蕩
山
」
の
三
つ
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
古
来
「
東
甌
三
雁
」
と
称

さ
れ
、
中
で
も
北
雁
蕩
山
が
絶
景
で
あ
る
と
い
う
。
趙
師
秀
が
う
た
っ
て

い
る
の
も
、
こ
の
北
雁
蕩
山
で
あ
る
。
同
山
に
は
十
八
の
古
刹
が
あ
り
、

「
宝
冠
寺
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る（4
）。

 

以
下
、
詩
の
内
容
を
聯
ご
と
に
解
説
す
る
。
ま
ず
、
首
聯
「
行
向
石
欄

立
、
清
寒
不
可
云
」
に
つ
い
て
。「
向
」
は
「
於
」
に
同
じ
。
古
く
か
ら

あ
る
用
法
で
、
平
仄
の
関
係
で
文
字
を
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
例

と
し
て
、
清
・
厳
長
明
『
千
首
宋
人
絶
句
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
趙

師
秀
の
七
言
絶
句
「
池
上（5
）」
の
前
半
は
、
次
の
よ
う
に
う
た
う
。
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○
○
○
●
●
○
◎

朝
来
行
薬
向
秋
池　
　

朝
来　

秋
池
に
行
薬
す
る
に

○
●
○
○
●
●
◎

池
上
秋
深
病
不
知　
　

池
上　

秋
深
き
こ
と　

病
み
て
知
ら
ず

 

こ
の
詩
の
場
合
、
仮
に
「
向
（
●
）」
を
「
於
（
○
）」
に
す
る
と
、
第

一
句
は
末
尾
に
平
字
が
三
つ
並
ぶ
「
下
三
連
」
と
な
り
、
近
体
詩
の
格
律

に
お
け
る
禁
則
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」

の
「
行
向
石
欄
立
（
○
●
●
○
●
）」
の
場
合
は
、
五
言
に
お
け
る
「
二

四
不
同
」
を
成
り
立
た
せ
る
必
要
か
ら
、「
於
」
の
か
わ
り
に
「
向
」
を

用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
は
石
の
欄
干
に
歩
み
寄
り
、
眼
前
に
広
が

る
雄
大
な
風
景
を
眺
め
て
い
る
。
す
る
と
、
そ
の
寒
さ
は
何
と
も
言
い
よ

う
が
な
い
。
第
二
句
「
清
寒
不
可
云
」
に
つ
い
て
、
中
島
敏
夫
氏
は
『
宋

詩
鑑
賞
辞
典
』
で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

 

こ
の
句
の
表
現
は
、
詩
法
上
禁
忌
そ
の
も
の
の
表
現
と
も
い
え
る
。

（
中
略
）
何
と
も
い
い
表
し
よ
う
の
な
い
こ
と
を
、
表
現
し
て
み
せ
よ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
詩
が
詩
と
し
て
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ

こ
で
は
、そ
の
禁
忌
が
敢マ
マ

て
犯マ
マ

か
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
意
識
的
で
あ
る
。

「
決
し
て
情
念
を
直
叙
し
な
い
」
と
い
わ
れ
る
黄
庭
堅
、
江
西
詩
派
に

は
、
こ
う
し
た
表
現
は
考
え
ら
れ
な
い
。
反
江
西
詩
派
の
立
場
を
貫
く

四
霊
の
立
場
が
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
敢
て
お
か
し
た
禁
忌
は
見

事
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
成
功
の
原
因
は
ま
ず
日
常
的
な
言
葉
を
そ

の
ま
ま
使
っ
て
み
せ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。（
中
略
）
第
二
に
は
、
こ
の

句
が
、
次
の
一
聯
、
秀
れ
た
頷
聯
の
前
に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。（
中
略
）
幻
想
的
な
そ
の
動
画
は
「
清
寒
」
の
中
で
こ
そ
生
き
て
く

る
。

 

ま
さ
に
、
典
故
の
使
用
を
極
力
排
除
し
、「
白
描
」
に
徹
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
四
霊
の
真
骨
頂
と
い
っ
た
所
で
あ
ろ
う
か
。

 

次
に
、
頷
聯
「
流
来
橋
下
水
、
半
是
洞
中
雲
」
に
つ
い
て
。
眼
下
に
見

お
ろ
す
橋
の
下
を
流
れ
て
い
る
水
。
も
と
を
た
だ
せ
ば
そ
の
半
ば
は
、
洞

窟
の
中
か
ら
わ
き
出
た
雲
が
姿
を
変
え
た
も
の
に
違
い
な
い
。
こ
の
二
句

は
こ
の
詩
の
肝
腎
で
あ
り
、
古
来
多
く
の
文
人
が
論
評
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
南
宋
・
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
九
に
引
か
れ
る
南
宋
・
黄
昇

の
『
玉
林
詩
話
』
は
、
こ
の
二
句
が
晩
唐
・
于
武
陵
の
五
言
律
詩
「
贈
王

隠
人
〔
王
隠
人
に
贈
る
〕」（『
全
唐
詩
』
巻
五
九
五
）
の
「
飛
来
南
浦
水
、

半
是
華
山
雲
〔
飛
び
来
た
る
南
浦
の
水
、
半
ば
は
是
れ
華
山
の
雲
な
り
〕」

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し（6
）、
ま
た
方
回
『
瀛
奎
律
髓
』
は
、
こ

の
二
句
と
晩
唐
・
杜
荀
鶴
の
五
言
律
詩
「
訪
道
者
不
遇
〔
道
者
を
訪
ぬ
る

も
遇
わ
ず
〕」（『
全
唐
詩
』
巻
六
九
一
）
の
頷
聯
「
祇
応
松
上
鶴
、
便
是
洞

中
人
〔
祇た

だ
応ま
さ

に
松
上
の
鶴
、
便
ち
是
れ
洞
中
の
人
な
る
べ
し
〕」
と
の

関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る（７
）。

 
一
方
、
陳
衍
『
宋
詩
精
華
録
』
は
、
こ
の
二
句
に
「
流○

来○

橋○

下○

水○

、
半○

是○

洞○

中○
雲○
」
と
圏
点
を
施
し
、「
三
四
在
四
霊
中
、
最
為
掉
臂
遊
行
之
句

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
三
、
四
は
四
霊
の
中
に
在あ

り
て
、
最
も
掉
臂
遊
行
の
句
為
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〕」
と
特
筆
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し
て
い
る
。「
掉
臂
」
は
、
ひ
じ
を
ふ
る
う
、
勢
い
よ
く
腕
を
動
か
す
、

の
意
。
し
た
が
っ
て
「
掉
臂
遊
行
之
句
」
と
は
、
感
興
の
赴
く
ま
ま
に
の

び
の
び
と
書
か
れ
た
句
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
四
霊
は
「
推
敲
」
の

故
事
で
知
ら
れ
る
賈
島
を
規
範
と
し
て
学
ん
だ
だ
け
に
、
一
字
一
句
を
入

念
に
彫
琢
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
こ
の
句
の
場
合
は
そ
う
し
た
形
跡
が

な
く
、
即
興
的
に
書
か
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
見
、
同
じ
詩
句
が
晩
唐
の
詩
人
の
詩
句
を
下
敷
き
に
し
て
い

る
、
と
い
う
魏
慶
之
（
黄
昇
）
や
方
回
の
見
解
と
相
反
す
る
か
の
よ
う
で

あ
る
が
、
趙
師
秀
が
晩
唐
の
詩
人
た
ち
の
作
品
を
深
く
研
究
し
咀
嚼
し
た

上
で
、
即
興
的
に
こ
の
二
句
を
書
い
た
、
と
考
え
れ
ば
、
特
に
矛
盾
し
な

い
。
趙
師
秀
は
『
二
妙
集
』（
賈
島
・
姚
合
の
選
集
）
及
び
『
衆
妙
集
』（
そ

の
他
の
唐
代
詩
人
の
選
集
）
を
編
集
し
て
お
り
、
唐
代
こ
と
に
晩
唐
の
詩

に
対
し
て
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。『
玉
林
詩
話
』
も
、

詩
句
の
類
似
を
指
摘
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

蓋
読
唐
詩
既
多
、
下
筆
自
然
相
似
、
非
踏
襲
也
。
其
間
又
有
青
於
藍

者
、
識
者
自
能
辨
之
。

 

お
そ
ら
く
は
唐
詩
を
学
ぶ
こ
と
が
多
い
た
め
に
、
筆
を
下
ろ
せ
ば
自

然
と
似
た
〔
句
が
で
き
あ
が
っ
た
〕
の
で
あ
り
、〔
そ
の
ま
ま
〕
踏
襲

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
は
ま
た
藍
よ
り
も
青
い

も
の
（
も
と
の
唐
詩
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
も
の
）
が
あ
り
、
識
者
は
お
の

ず
か
ら
こ
れ
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

な
お
、『
瀛
奎
律
髓
』
及
び
『
宋
詩
紀
事
』
は
、「
半
是
」
を
「
疑0

是
」

と
す
る
。
こ
の
場
合
、「
疑
う
ら
く
は
是
れ
洞
中
の
雲
か
と
」
と
訓
読
し
、

「
洞
窟
の
中
の
雲
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

 

次
に
、
頚
聯
「
欲
住
逢
年
尽
、
因
吟
過
夜
分
」
に
つ
い
て
。『
宋
詩
精

華
録
』
は
、
こ
の
二
句
に
「
欲
住
逢
年
尽

0

0

0

0

0

、
因
吟
過
夜
分

0

0

0

0

0

」
と
傍
点
を
施

し
て
い
る
。
雄
大
な
滝
の
風
景
が
気
に
入
り
、
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
も

の
だ
と
思
う
が
、
一
年
が
終
わ
る
時
期
に
出
く
わ
し
、
ま
た
詩
を
吟
じ
て

い
た
た
め
に
時
刻
も
真
夜
中
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
現
代
人
の
感
覚
か
ら

す
れ
は
、
そ
ん
な
に
山
が
気
に
入
っ
た
の
な
ら
、
山
で
年
を
越
せ
ば
よ
い

で
は
な
い
か
、
と
思
う
所
だ
が
、
宋
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
年
越
し
は

あ
く
ま
で
も
自
宅
で
行
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
夜
分
」
は
「
夜

半
」
に
同
じ
。
趙
師
秀
は
、七
言
絶
句
「
宿
国
清
〔
国
清
に
宿
る
〕」
で
も
、

夜
更
け
に
寺
院
の
中
で
苦
吟
す
る
自
分
自
身
の
姿
を
う
た
っ
て
い
る
。
参

考
ま
で
に
次
に
示
す
。

残
灯
吹
了
閉
禅
関　
　

残
灯　

吹
き
了
し
て　

禅
関
を
閉
ず
れ
ば

風
約
孤
螢
落
砌
間　
　

風
は
孤
螢
を
約
し
て　

砌
間
に
落
と
す

本
為
飲
茶
妨
睡
早　
　

 

本
は
茶
を
飲
み
し
が
為
に
睡ね
む

り
の
早
き
こ
と
を

妨
げ
ら
る
る
も

強
尋
詩
句
擬
寒
山　
　

強し

い
て
詩
句
を
尋
ね　

寒
山
に
擬
す

 

国
清
寺
は
、臨
安
（
浙
江
省
杭
州
）
城
内
に
あ
っ
た
天
台
宗
の
寺
院
で
、

名
僧
寒
山
に
ゆ
か
り
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
名
刹
を
訪
ね
て
詩
を
作
る
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こ
と
は
、
作
者
に
と
っ
て
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
最
後
に
、
尾
聯
「
蕩
陰
当
絶
頂
、
一
雁
未
曽
聞
」
に
つ
い
て
。『
宋
詩

精
華
録
』
は
、第
八
句
に
「
一
雁
未
曽
聞

0

0

0

0

0

」
と
傍
点
を
施
し
て
い
る
。「
蕩

陰
」
は
、
雁
蕩
山
の
山
頂
に
あ
る
池
の
名
前
。
こ
こ
に
雁
が
逗
留
す
る
こ

と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
池
が
作
者
の
い
る
場
所
か
ら
ど
の
程
度
の

距
離
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
普
段
は
聞
こ
え
る
は
ず
の
雁
の
声

が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
ま
っ
た
く
聞
こ
え
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
永
嘉
の
四
霊
の
一
人
で
あ
る
徐
照
（
？
〜
一
二
一
一
）
の
五
言
律

詩
「
宝
冠
寺
」
の
頚
聯
は

空
房
人
暫
宿　
　

空
房　

人　

暫
く
宿
り

半
夜
雁
初
聞　
　

半
夜　

雁　

初
め
て
聞
こ
ゆ

と
う
た
っ
て
い
る
か
ら
、
本
当
は
雁
は
ち
ゃ
ん
と
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る

い
は
徐
照
が
雁
蕩
山
に
登
っ
た
の
は
趙
師
秀
と
は
別
の
時
期
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
趙
師
秀
の
詩
に
は
「
逢
年
尽
」
と
あ
り
、
年
を
越
す
時

期
に
は
越
冬
の
雁
は
ま
だ
南
に
滞
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

こ
の
結
び
は
、
実
景
を
忠
実
に
う
た
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
本
来
な
ら
ば

当
然
い
る
は
ず
の
雁
が
、
な
ぜ
か
そ
こ
に
い
な
い
、
と
う
た
う
こ
と
で
、

表
現
に
意
外
性
と
奥
行
き
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ

う
。
た
と
え
ば
、
賈
島
の
五
言
絶
句
「
尋
隠
者
不
遇（８
）〔
隠
者
を
尋
ぬ
る
も

遇
わ
ず
〕」
で
は
、
自
宅
に
い
る
は
ず
の
隠
者
が
山
に
薬
を
採
り
に
出
か

け
て
い
て
不
在
で
あ
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
詩
に
余
情
を
与
え
て
い
る
。

趙
師
秀
も
こ
の
律
詩
に
お
い
て
、
同
様
の
効
果
を
狙
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
結
尾
は
ま
た
、
北
宋
・
王
安
石
の
七
言
絶
句
「
鍾
山
即
事
」

の
後
半

茅
簷
相
対
坐
終
日　
　

茅
簷
に
相
い
対
し
て
坐
す
る
こ
と
終
日

一
鳥
不
鳴
山
更
幽　
　

一
鳥　

鳴
か
ず
し
て　

山　

更
に
幽
な
り

を
も
連
想
さ
せ
る
。
鳥
の
声
が
し
な
い
こ
と
が
、
一
層
山
の
奥
深
さ
を
感

じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
第
八
句
、『
宋
詩
紀
事
』
は
「
未
曽
聞
」
を
「
不0

曽
聞
」
と
す
る
。
平
仄
の
上
で
は
特
に
問
題
な
い
が
、「
未
」
と
「
不
」

で
は
意
味
が
微
妙
に
変
化
す
る
上
、
第
二
句
に
す
で
に
「
不
可
云
」
と
う

た
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
不
曽
聞
」
で
は
「
不
」
の
字
が
重
複
す
る
こ
と

に
な
る
。
や
は
り
「
未
」
の
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

 

な
お
清
・
馮
舒
は
こ
の
詩
を
「
結
欠
緊
健
〔
結
は
緊
健
を
欠
く
〕」、
す

な
わ
ち
、
結
び
に
し
ま
り
が
な
い
、
と
評
し
て
い
る
。
中
間
の
対
句
に
重

点
を
置
く
分
、
相
対
的
に
結
び
が
弱
い
こ
と
は
、
四
霊
の
律
詩
の
欠
点
と

し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
厳
し
い
目
で
見
る
な
ら
ば
、

趙
師
秀
の
こ
の
詩
も
、
そ
の
弊
を
免
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
同
じ
作
者
の
他
の
五
言
律
詩
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
詩
が
相
対
的
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

 
な
お
、
永
嘉
の
四
霊
の
う
ち
趙
師
秀
以
外
に
は
、
徐
璣
（
一
一
六
二
〜

一
二
一
四
）
が
五
言
律
詩
「
雁
山
」
を
、
徐
照
と
翁
巻
（
生
卒
年
未
詳
）
が

五
言
律
詩
「
宝
冠
寺
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
も
参
照
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す
る
な
ら
ば
雁
蕩
山
と
宝
冠
寺
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
具
体
的
に
な
る
の
で

あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

二
、「
薛
氏
瓜
廬
」
に
つ
い
て

 

次
に
、「
薛
氏
瓜
廬
〔
薛
氏
の
瓜
廬
〕」
を
紹
介
す
る
。
こ
の
詩
は
『
宋

詩
鈔
』
の
『
清
苑
斎
詩
鈔
』
の
他
、『
瀛
奎
律
髓
』
巻
三
十
五
「
庭
宇
類
」、

『
宋
詩
紀
事
』
巻
八
十
五
、『
宋
詩
精
華
録
』
巻
四
及
び
『
全
宋
詩
』
巻
二

八
四
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
『
宋
詩
別
裁
集
』
及
び
『
宋
詩
選

注
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
韻
字
は
偶
数
句
末
の
「
紛
」「
分
」「
雲
」

「
君
」
で
、
韻
の
種
類
は
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
と
同
じ
く
上
平
声
十
二
・
文

韻
で
あ
る
。

●
●
○
○
●

不
作
封
侯
念　
　
封
侯
の
念
を
作な

さ
ず

○
○
●
●
◎

悠
然
遠
世
紛　
　
悠
然
と
し
て
世
紛
よ
り
遠
ざ
か
る

○
○
●
○
●

惟
応
種
瓜
事　
　
惟た

だ
応ま
さ
に
瓜
を
種う

う
る
を
事
と
す
べ
き
も

○
●
●
○
◎

猶
被
読
書
分　
　
猶
お
読
書
の
被た
め
に
分
か
た
れ
ん

●
●
○
○
●

野
水
多
於
地　
　
野
水　
地
よ
り
も
多
く

○
○
●
●
◎

春
山
半
是
雲　
　
春
山　
半な
か
ば
は
是
れ
雲
な
り

○
○
○
●
●

吾
生
嫌
已
老　
　
吾
が
生　
嫌
う
ら
く
は　
已す
で
に
老
い

●
●
●
○
◎

学
圃
未
如
君　
　
圃
を
学
ぶ
こ
と
未
だ
君
に
如し

か
ざ
る
を

 

《
薛
師
石
氏
の
瓜
廬
》

 

〔
秦
の
召
平
の
よ
う
に
、
功
績
に
よ
っ
て
〕
侯
爵
に
封
じ
ら
れ
た
い
、

な
ど
と
い
う
妄
念
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、〔
貴
君
は
〕
悠
然
と
し
て
世

俗
の
ご
た
ご
た
か
ら
身
を
遠
ざ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。〔
隠
者
の
身
と
し

て
は
〕た
だ
瓜
を
植
え
る
仕
事
の
み
に
専
念
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
で
も
書
物
を
読
む
た
め
に
時
間
を
割
か
れ
る
こ
と
も
お
あ
り
な
の

で
し
ょ
う
。

 

〔
瓜
廬
は
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
の
で
〕
原
野
の
水
は
地
面
よ
り
も
多

く
、
春
の
山
々
は
、
半
ば
は
雲
に
覆
い
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
す
で

に
年
老
い
て
し
ま
い
、
畑
で
野
菜
の
作
り
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、
い
ま
だ

に
貴
君
に
及
ば
な
い
の
が
残
念
で
す
。

 
最
初
に
、
詩
題
の
「
薛
氏
瓜
廬
」
に
つ
い
て
。「
薛
氏
」
と
は
、
作
者

の
友
人
で
あ
る
薛
師
石
の
こ
と
。『
宋
詩
紀
事
』
は
、
詩
題
を
「
薛
師
石

瓜
廬
」
と
す
る
。
薛
師
石
（
一
一
七
八
〜
一
二
二
八
）、
字
は
景
石
、
号
は

瓜
廬
。
永
嘉
の
人
。
生
涯
仕
官
せ
ず
、
会
昌
湖
の
ほ
と
り
に
隠
居
所
を
構
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え
、
自
適
の
生
活
を
送
っ
た
。
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
江
湖
派
の
小
詩
人
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
は
相
当
な
詩
名
が
あ

り
、
永
嘉
の
四
霊
と
交
わ
り
を
結
び
、
理
宗
の
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）

に
五
十
一
歳
で
世
を
去
っ
た
。
そ
の
詩
集
を
『
瓜
廬
集
』
と
い
い
、南
宋
・

陳
起
『
江
湖
小
集
』
巻
七
十
三
、
清
・
曹
庭
棟
『
宋
百
家
詩
存
』
巻
三
十

三
、『
全
宋
詩
』
巻
二
九
二
〇
（
第
五
十
六
冊
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ

れ
て
い
る（9
）。
ま
た
『
宋
詩
紀
事
』
巻
六
十
九
に
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。
薛

師
石
は
趙
師
秀
よ
り
八
歳
年
少
で
あ
る
が
、
交
友
の
詩
と
し
て
、
五
言
律

詩
「
寄
趙
紫
芝
〔
趙
紫
芝
に
寄
す
〕」「
会
宿
趙
紫
芝
宅
〔
趙
紫
芝
の
宅
に

会
宿
す
〕」「
送
趙
紫
芝
入
金
陵
幕
〔
趙
紫
芝
の
金
陵
の
幕
に
入
る
を
送

る
〕」「
秋
晩
寄
趙
紫
芝
〔
秋
晩　

趙
紫
芝
に
寄
す
〕」、
七
言
律
詩
「
戯
贈

趙
天
楽
〔
戯
れ
に
趙
天
楽
に
贈
る
〕」、
七
言
絶
句
「
懐
趙
紫
芝
〔
趙
紫
芝

を
懐
う
〕」、
五
言
古
詩
「
寄
題
趙
紫
芝
墓
〔
趙
紫
芝
の
墓
に
寄
せ
題
す
〕」

を
残
し
て
い
る
。
ま
た
趙
師
秀
に
も「
薛
氏
瓜
廬
」の
他
に
五
言
律
詩「
辞

薛
景
石
〔
薛
景
石
を
辞
す
〕」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
、
二
人
の

親
密
な
交
友
の
さ
ま
が
し
の
ば
れ
る
。

 

「
瓜
廬
」
は
、
薛
師
石
の
号
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
隠
居
所
の
名
前

で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
漢
・
司
馬
遷
の
『
史
記
』
巻
五
十
三
「
蕭
相
国

世
家
」
に
見
え
る
秦
の
召
平
の
故
事
に
ち
な
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
該
当
す

る
部
分
を
次
に
示
す
。

 

召
平
者
、
故
秦
東
陵
侯
。
秦
破
、
為
布
衣
、
貧
、
種
瓜
於
長
安
城
東
、

瓜
美
、
故
世
俗
謂
之
「
東
陵
瓜
」、
従
召
平
以
為
名
也
。

 

召
平
は
、
も
と
は
秦
の
東
陵
侯
で
あ
っ
た
。
秦
が
滅
ん
で
、
平
民
の

身
分
と
な
り
、
暮
ら
し
が
貧
し
か
っ
た
の
で
、
長
安
の
城
の
東
に
瓜
を

植
え
た
。
そ
の
瓜
が
美
味
で
あ
っ
た
の
で
、
世
の
中
の
人
々
は
こ
れ
を

「
東
陵
瓜
」
と
呼
ん
だ
。
召
平
に
よ
っ
て
そ
の
名
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。

 

「
東
陵
瓜
」
の
故
事
は
、
魏
・
阮
籍
の
「
詠
懐
」
其
六
に
も
う
た
わ
れ

て
い
る（10
）。
そ
の
全
体
を
次
に
示
す
。
こ
の
詩
は
、『
文
選
』
巻
二
十
三
に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
十
七
首
の
う
ち
第
九
首
）。
召
平
に
ち
な
ん
で
み

ず
か
ら
瓜
廬
と
号
し
た
薛
師
石
の
こ
と
、
阮
籍
の
こ
の
詩
も
当
然
知
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。

昔
聞
東
陵
瓜　
　

昔
聞
く　

東
陵
の
瓜

近
在
青
門
外　
　

近
く
青
門
の
外
に
在あ

り
と

連
畛
距
阡
陌　
　

畛
を
連
ね　

阡
陌
を
距
て

子
母
相
鈎
帯　
　

子
母　

相
い
鈎
帯
す

五
色
曜
朝
日　
　

五
色　

朝
日
に
曜か
が
やき

嘉
賓
四
面
会　
　

嘉
賓　

四
面
よ
り
会
す

膏
火
自
煎
熬　
　

膏
火　

自
ら
煎
熬
し

多
財
為
禍
害　
　

財
多
き
は
禍
害
と
為
る

布
衣
可
終
身　
　

布
衣
に
て
身
を
終
う
べ
し

寵
禄
豈
足
頼　
　

寵
禄　

豈
に
頼
む
に
足
ら
ん
や

 

つ
い
で
な
が
ら
、
瓜
廬
が
あ
っ
た
と
い
う
会
昌
湖
に
つ
い
て
、『
読
史
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方
輿
紀
要
』
巻
九
十
四
「
浙
江
六
」
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

 
会
昌
湖
、
在
府
城
西
南
。
其
上
源
曰
郭
渓
、
出
鉄
場
嶺
。
又
有
雄
渓
、

出
城
西
南
四
十
三
里
雄
渓
山
。
又
有
瞿
渓
、出
城
西
南
五
十
里
瞿
渓
山
。

並
東
北
流
経
鉄
場
嶺
而
東
与
郭
渓
会
、
繞
流
至
城
西
南
匯
而
為
湖
。
湖

受
三
渓
之
水
、
瀰
漫
城
旁
。
起
於
漢
晋
間
、
至
唐
会
昌
四
年
太
守
韋
庸

重
濬
治
之
、
因
名
。
其
近
城
西
者
曰
西
湖
、
在
城
南
者
曰
南
湖
、
実
一

湖
也
。
湖
支
港
甚
多
、
其
自
城
東
南
出
南
塘
直
抵
瑞
安
江
者
、
延
袤
蓋

七
十
余
里
。

 

会
昌
湖
は
、〔
温
州
の
〕
府
城
の
西
南
に
あ
る
。
そ
の
源
流
を
郭
渓

と
い
い
、
鉄
場
嶺
に
源
を
発
す
る
。
ま
た
雄
渓
が
あ
り
、
城
の
西
南
四

十
三
里
の
雄
渓
山
に
源
を
発
す
る
。
ま
た
瞿
渓
が
あ
り
、
城
の
西
南
五

十
里
の
瞿
渓
山
に
源
を
発
す
る
。
い
ず
れ
も
東
北
に
流
れ
、
鉄
場
嶺
を

経
て
東
で
郭
渓
と
合
流
し
、
め
ぐ
り
流
れ
て
城
の
西
南
に
至
り
、
集

ま
っ
て
湖
と
な
る
。
湖
は
三
つ
の
渓
流
の
水
を
受
け
、
城
の
か
た
わ
ら

に
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
漢
代
か
ら
晋
代
の
間
に
起
源
を
発
し
、
唐

の
会
昌
四
年
（
八
四
四
。
晩
唐
の
武
宗
の
年
号
）
に
至
っ
て
太
守
の
韋
庸

が
あ
ら
た
め
て
水
底
の
泥
を
さ
ら
っ
て
深
く
し
た
の
で
、
そ
れ
に
ち
な

ん
で
〔
会
昌
湖
と
〕
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
城
西
に
近
い
も
の
を
西
湖

と
い
い
、
城
南
に
あ
る
も
の
を
南
湖
と
い
う
が
、
実
際
に
は
一
つ
の
湖

で
あ
る
。
湖
は
支
流
や
港
湾
が
大
変
多
く
、
そ
の
城
の
東
南
か
ら
南
塘

を
出
て
た
だ
ち
に
瑞
安
江
に
至
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
七
十
余
里
に
わ

た
っ
て
延
々
と
続
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

以
下
、
詩
の
内
容
を
聯
ご
と
に
解
説
す
る
。
ま
ず
、
首
聯
「
不
作
封
侯

念
、
悠
然
遠
世
紛
」
に
つ
い
て
。「
封
侯
」
は
、
功
績
に
よ
り
侯
爵
の
地

位
を
授
か
る
こ
と
。
古
く
は
『
後
漢
書
』
巻
四
十
七
「
班
超
伝
」
に
、
班

超
が
自
分
の
人
相
を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
当
封
侯
万
里
之
外
〔
当ま
さ

に
万
里
の
外
に
封
侯
せ
ら
る
べ
し
〕」
す
な
わ
ち
、
万
里
の
彼
方
で
侯
爵

に
封
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
た
、
と
い
う
話
が
見
え
る
。
し
か

し
趙
師
秀
の
こ
の
「
瓜
廬
」
の
詩
の
場
合
、
班
超
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

前
述
の
秦
の
「
東
陵
侯
」
召
平
が
よ
り
強
く
作
者
の
念
頭
に
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
ろ
う
。「
封
侯
」
の
語
の
用
例
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
た
と
え

ば
盛
唐
・
王
昌
齢
の
七
言
絶
句
「
閨
怨
」
の
、

忽
見
陌
頭
楊
柳
色　
　

忽
ち
見
る　

陌
頭　

楊
柳
の
色

悔
教
夫
壻
覓
封
侯　
　

 

悔
ゆ
ら
く
は
夫
壻
を
し
て
封
侯
を
覓も
と

め
し
め
し

を

や
、
ま
た
晩
唐
・
曹
松
の
七
言
絶
句
「
己
亥
歳
二
首
」
其
一
の
、

憑
君
莫
話
封
侯
事　
　

君
に
憑ね
が

う　

話
す
莫
か
れ　

封
侯
の
事
を

一
将
功
成
万
骨
枯　
　

一
将　

功
成
り
て　

万
骨　

枯
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る（11
）。
こ
れ
ら
の
用
例
で
は
、「
封
侯
」
を
求
め
る
（
求

め
さ
せ
る
）
こ
と
が
い
ず
れ
も
否
定
的
な
文
脈
で
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、

趙
師
秀
の
こ
の
詩
で
も
、
薛
師
石
の
世
俗
の
栄
誉
を
求
め
よ
う
と
し
な
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い
、恬
淡
た
る
処
世
態
度
が
賛
美
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
悠
然
」
の
語
は
、

東
晋
・
陶
淵
明
の
五
言
古
詩
「
飲
酒
二
十
首
」
其
五
に

採
菊
東
籬
下　
　

菊
を
採
る　

東
籬
の
下

悠
然
見
南
山　
　

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る

と
あ
る
の
を
想
起
さ
せ
る
。
や
は
り
世
俗
に
あ
っ
て
世
俗
を
超
越
し
た
隠

士
の
境
地
を
う
た
う
名
句
で
あ
る
。

 

次
に
、
頷
聯
「
惟
応
種
瓜
事
、
猶
被
読
書
分
」
に
つ
い
て
。
こ
の
二
句

で
は
、
薛
師
石
が
瓜
を
栽
培
す
る
生
産
労
働
に
従
事
し
な
が
ら
も
、
知
識

人
の
本
分
で
あ
る
読
書
に
励
ん
で
い
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
る
。
類
似
の
先

例
と
し
て
、
陶
淵
明
の
五
言
古
詩
「
読
山
海
経
〔
山
海
経
を
読
む
〕
十
三

首
」
其
一
は

既
耕
亦
已
種　
　

既
に
耕
し　

亦
た
已
に
種う

え

時
還
読
我
書　
　

時
に
還ま

た
我
が
書
を
読
む

と
う
た
い
、
ま
た
、
南
宋
・
陸
游
の
七
言
絶
句
「
小
園
」
其
一
の
後
半
は
、

そ
の
陶
淵
明
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

臥
読
陶
詩
未
終
巻　
　

 

臥
し
て
陶
詩
を
読
み　

未
だ
巻
を
終
え
ざ
る
に

又
乗
微
雨
去
鋤
瓜　
　

又
た
微
雨
に
乗
じ
て　

去ゆ

き
て
瓜
を
鋤す

く

と
う
た
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
う
た
う
も
の
で
あ

り
、
趙
師
秀
の
詩
も
こ
う
し
た
田
園
詩
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
永
嘉
の
四
霊
の
徐
照
に
も
「
題
薛
景
石
瓜
廬
〔
薛
景
石
の
瓜
廬

に
題
す
〕」
と
題
す
る
五
言
律
詩
が
あ
り
、
そ
の
頷
聯
も
、

自
鋤
畦
上
草　
　

自
ら
鋤す

く　

畦
上
の
草

不
放
手
中
書　
　

放
さ
ず　

手
中
の
書

と
、
趙
師
秀
の
詩
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
う
た
っ
て
い
る
。

 

こ
こ
で
、
第
三
句
「
惟
応
種
瓜
事
」
の
平
仄
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
句

の
平
仄
は
「
○
○
●
○
●
」
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
の
「
二
四
不
同
」
の

規
格
に
は
ず
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
こ
は
「
○
○
○
●
●
」
と
な

る
べ
き
所
で
あ
る
が
、
第
三
字
と
第
四
字
の
平
仄
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
王
力
著
『
漢
語
詩
律
学
』
第
一
章
「
近
体
詩
」
の
第
九

節
「
平
仄
的
特
殊
形
式
」
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
平
仄
の
互
換
現
象
は
唐

詩
に
す
で
に
見
ら
れ
、
宋
詩
に
お
い
て
更
に
発
展
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
定
石
化
し
た
許
容
範
囲
の
破
格
で
あ
っ
て
、
特
に
目
く
じ
ら
を
立

て
る
必
要
は
な
い
。
宋
人
の
五
言
律
詩
の
頷
聯
に
お
け
る
同
様
の
実
例
を
、

王
力
氏
は
全
部
で
十
三
例
あ
げ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
そ
の
う
ち
趙
師

秀
の
詩
と
完
全
に
平
仄
が
一
致
す
る
も
の
を
、
一
例
の
み
次
に
示
す
。

○
○
●
○
●

楼
台
見
新
月　
　

楼
台　

新
月
を
見

― 266 ―



愛知大学　言語と文化　No. 17

（ 12）

○
●
●
○
◎

灯
火
上
双
橋　
　

灯
火　

双
橋
に
上
る

　
（
北
宋
・
賀
鋳
「
秦
淮
夜
泊
」）

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
句
の
訓
読
は
、
基
本
的
に
小
川
環
樹
氏
の
も
の
を

踏
襲
し
た
。
第
三
句
、
散
文
な
ら
ば
「
唯
応
事
種
瓜
」
と
い
う
語
順
に
な

る
は
ず
で
あ
る
が
、
律
詩
の
奇
数
句
の
末
尾
に
平
字
が
来
て
は
具
合
が
悪

い
の
で
、
語
順
を
転
倒
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
詩
歌
の
場
合
、
こ
う
し
た

倒
置
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
な
お
『
宋
詩
紀
事
』
は
「
事
」
を
「
日
」

と
す
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
や
は
り
「
事
」
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
四
句
の
「
被
」
は
受
身
を
表
す
。

 

次
に
、
頚
聯
「
野
水
多
於
地
、
春
山
半
是
雲
」
に
つ
い
て
。
こ
の
二
句

は
、
瓜
廬
か
ら
眺
め
た
周
囲
の
情
景
を
描
写
す
る
。
瓜
廬
は
会
昌
湖
の
ほ

と
り
に
あ
る
た
め
、見
渡
せ
ば
地
面
よ
り
も
水
面
の
方
が
多
い
。
そ
し
て
、

遠
く
に
そ
び
え
る
春
の
山
々
は
、
半
ば
が
雲
に
隠
れ
て
い
る
。
こ
の
二
句

は
、
先
に
あ
げ
た
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
詩
の
頷
聯
「
流
来
橋
下
水
、
半
是
洞

中
雲
」
に
よ
く
似
て
お
り
、
同
工
異
曲
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
二
句

も
ま
た
、
古
来
多
く
の
文
人
が
論
評
し
て
い
る
。
ま
ず
『
瀛
奎
律
髓
』
の

方
回
は
、
こ
の
二
句
が
中
唐
・
白
居
易
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

 

「
人
家
半
在
船
、
野
水
多
於
地
」、
本
楽
天
仄
韻
古
詩
。
今
換
一
句
為

対
、
亦
佳
。

 

「
人
家　

半
ば
船
に
在
り
、
野
水　

地
よ
り
も
多
し
」
と
い
う
の
は
、

も
と
は
白
楽
天
の
仄
韻
の
古
詩
で
あ
る
。〔
趙
師
秀
の
詩
は
〕
今
そ
の

一
句
を
換
え
て
対
句
と
し
て
お
り
、
や
は
り
す
ば
ら
し
い
。

 

こ
れ
に
対
し
て
、
清
・
査
慎
行
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

 

香
山
先
有
「
人
家
半
在
船
」
句
、
故
佳
。
此
詩
用
此
句
無
味
。

 

白
居
易
に
〔
趙
師
秀
よ
り
〕
先
に
「
人
家　

半
ば
船
に
在
り
」
と
い

う
句
が
あ
り
、
も
と
よ
り
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
〔
趙
師
秀
の
〕
詩
は
こ

の
句
を
用
い
て
い
る
が
、
味
わ
い
が
な
い
。

 

方
回
と
査
慎
行
が
言
及
し
て
い
る
白
居
易
の
詩
は
、
十
六
句
か
ら
成
る

五
言
古
詩
「
早
秋
晩
望
兼
呈
韋
侍
郎
〔
早
秋
の
晩
望　

兼
ね
て
韋
侍
郎
（
一

作
御
）
に
呈
す
〕」（『
全
唐
詩
』
巻
四
三
三
）
の
第
三
、
四
句
で
あ
る
（
た
だ

し
『
全
唐
詩
』
は
「
人
家
」
を
「
人
煙0

」
と
す
る
）。
後
半
の
「
野
水
多

於
地
」
は
、
趙
師
秀
の
詩
の
第
五
句
と
完
全
に
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

清
・
馮
舒
は
、「
五
句
直
抄
〔
五
句
は
直
抄
な
り
〕」、
す
な
わ
ち
、
第
五

句
は
（
白
居
易
の
）
そ
の
ま
ま
の
抜
き
書
き
で
あ
る
、と
批
評
し
て
い
る
。

 

一
方
、
南
宋
・
魏
慶
之
の
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十
九
に
引
か
れ
る
黄
升
の

『
玉
林
詩
話
』
は
、
こ
の
句
が
晩
唐
・
姚
合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。

 

「
瓜
廬
」
詩
云
、「
野
水
多
於
地
、
春
山
半
是
雲
」、
亦
是
姚
合
語
也
。
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姚
合
「
送
宋
慎
言
」
云
、「
駅
路
多
連
水
、
州
城
半
是
雲
」。

 

〔
趙
師
秀
の
〕「
瓜
廬
」
の
詩
に
、「
野
水　

地
よ
り
も
多
く
、
春
山   

半
ば
は
是
れ
雲
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
や
は
り
姚
合
の
語
〔
に
由
来
す

る
も
の
〕
で
あ
る
。
姚
合
の
「
宋
慎
言
を
送
る
」
詩
に
、「
駅
路   

多

く
水
に
連
な
り
、
州
城　

半
ば
は
是
れ
雲
な
り
」
と
あ
る
。

 

引
用
さ
れ
て
い
る
姚
合
の
句
は
、
五
言
律
詩
「
送
宋
慎
言
」（『
全
唐
詩
』

巻
四
九
六
）
の
頚
聯
で
あ
る
が
、
た
だ
し
『
全
唐
詩
』
は
後
半
を
「
州
城

半
在0

雲
」
と
す
る
。

 

ま
た
明
・
胡
応
麟
の
『
詩
薮
』
外
編
巻
五
「
宋
」
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

 

宋
末
諸
人
学
晩
唐
者
、
趙
師
秀
「
野
水
多
於
地
、
春
山
半
是
雲
」、

徐
道
暉
「
流
来
天
際
水
、
裁
断
世
間
塵
」、
張
功
父
「
断
橋
斜
取
路
、

古
寺
半
関
門
」、
翁
霊
舒
「
嵐
蒸
空
寺
壊
、
雪
圧
小
庵
清
」、
世
亦
称
之
。

然
率
浅
近
、
不
若
恵
崇
輩
之
精
深
也（12
）。

 

宋
末
の
諸
人
の
晩
唐
を
学
ん
だ
も
の
に
は
、
趙
師
秀
の
「
野
水   
地

よ
り
も
多
く
、春
山　

半
ば
は
是
れ
雲
な
り
」（
薛
氏
瓜
廬
）、徐
照
（
道

暉
）の「
流
れ
来
た
る
天
際
の
水
、裁
断
す　

世
間
の
塵
」（
題
江
心
寺
）、

張
鎡
（
功
父
）
の
「
断
橋　

斜
め
に
路
を
取
り
、
古
寺   

半
ば
門
を
関と

ざ
す
」（
句
）、
翁
巻
（
霊
舒
）
の
「
嵐
は
空
寺
を
蒸
し
て
壊
し
、
雪
は

小
庵
を
圧
し
て
清
か
ら
し
む
」（
石
門
庵
）
が
あ
り
、
世
の
人
々
も
ま

た
こ
れ
ら
を
称
賛
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
結
局
の
所
浅
く
卑
近
で

あ
り
、〔
北
宋
の
〕
恵
崇
ら
〔
の
作
品
〕
が
精
緻
で
深
い
の
に
は
及
ば

な
い
。

 

恵
崇
は
北
宋
初
の
「
九
僧
」
の
一
人
で
、
詩
や
画
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

北
宋
・
蘇
軾
に
七
言
絶
句
「
恵
崇
の
春
江
暁
景
」
が
あ
る
。

 

以
上
の
諸
家
の
評
語
は
、
趙
師
秀
の
詩
句
が
あ
る
い
は
白
居
易
に
、
あ

る
い
は
姚
合
に
も
と
づ
く
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
方
回
を
除
け
ば
、
高
く

評
価
し
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
し
か
る
に
陳
衍『
宋
詩
精
華
録
』

は
、
こ
の
二
句
に
「
野○

水○

多○

於○

地○

、
春○

山○

半○

是○

雲○

」
と
圏
点
を
施
し
、

 

五
、
六
何
減
石
屏
之
「
渡
旁
渡
」「
山
外
山
」
邪
。
上
句
似
乎
過
之
。

 

第
五
、
六
句
は
、
ど
う
し
て
戴
復
古
の
「
渡
旁
の
渡
」「
山
外
の
山
」

の
句
に
劣
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。〔
特
に
〕
上
の
句
は
、
こ
れ
を
も
し

の
ぐ
か
の
よ
う
で
あ
る
。

と
特
筆
し
て
い
る
。
南
宋
・
戴
復
古
の
句
は
、
や
は
り
『
宋
詩
精
華
録
』

巻
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
世
事
」
と
題
す
る
五
言
律
詩
の
頚

聯
で
あ
る
。
全
体
は
次
の
通
り
。

春
水
渡
旁
渡　
　

春
水　

渡
旁
の
渡

夕
陽
山
外
山　
　

夕
陽　

山
外
の
山

 

『
宋
詩
精
華
録
』
に
は
こ
の
対
句
の
み
「
句
」
と
し
て
収
録
さ
れ
、
や
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は
り
圏
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

 
最
後
に
、
尾
聯
「
吾
生
嫌
已
老
、
学
圃
未
如
君
」
に
つ
い
て
。
こ
の
二

句
に
は
、
生
産
労
働
に
従
事
し
、
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
実
践
す
る
薛
師
石

に
対
す
る
、
趙
師
秀
の
讃
嘆
と
羨
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

 

「
嫌
」
は
、
そ
の
後
の
「
已
老
、
学
圃
不
如
君
」
の
全
体
に
か
か
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
自
分
（
趙
師
秀
）
は
す
で
に
年
老
い
、
畑
仕
事
を
学
ぶ

こ
と
が
君
（
薛
師
石
）
に
及
ば
な
い
こ
と
が
残
念
だ
、と
い
う
の
で
あ
る
。

「
学
圃
」
の
語
は
、『
論
語
』「
子
路
第
十
三
」
に
由
来
す
る
。

 

樊
遅
請
学
稼
、
子
曰
、「
吾
不
如
老
農
」。
請
学
為
圃
、
子
曰
、「
吾

不
如
老
圃
」。
樊
遅
出
、
子
曰
、「
小
人
哉
樊
須
也
、
上
好
礼
、
則
民
莫

敢
不
敬
。
上
好
義
、
則
民
莫
敢
不
服
。
上
好
信
、
則
民
莫
敢
不
用
情
。

夫
如
是
、
則
四
方
之
民
、
襁
負
其
子
而
至
矣
、
焉
用
稼
」。

 

樊
遅
が
、
ど
う
か
穀
物
を
作
る
こ
と
を
学
び
た
い
と
願
っ
た
。
孔
子

は
、「
私
は
老
練
な
農
夫
に
及
ば
な
い
」
と
言
っ
た
。〔
樊
遅
が
〕
ど
う

か
野
菜
を
作
る
こ
と
を
学
び
た
い
と
願
っ
た
。
孔
子
は
、「
私
は
老
練

な
畑
作
り
に
及
ば
な
い
」
と
言
っ
た
。
樊
遅
が
退
出
す
る
と
、
孔
子
は

言
っ
た
。「
小
人
だ
な
、
樊
須
は
。
上
の
者
が
礼
を
好
め
ば
、
民
は
尊

敬
せ
ぬ
者
と
て
な
い
。
上
の
者
が
義
を
好
め
ば
、
民
は
心
服
せ
ぬ
者
と

て
な
い
。
上
が
信
を
好
め
ば
、
民
は
人
情
を
働
か
せ
ぬ
者
と
て
な
い
。

そ
も
そ
も
こ
ん
な
風
で
あ
れ
ば
、
四
方
の
民
は
、
そ
の
子
供
を
背
負
っ

て
で
も
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。〔
そ
れ
な
の
に
〕
ど
う
し
て
穀
物
作
り

を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」。

 

こ
こ
で
孔
子
は
農
作
業
に
つ
い
て
質
問
し
た
弟
子
を
「
小
人
」
と
言
っ

て
お
り
、
そ
の
ま
ま
趙
師
秀
の
詩
に
あ
て
は
め
る
と
、
趙
師
秀
は
薛
師
石

を
称
賛
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
「
知
識
人
の
く
せ
に
畑
仕
事
に

精
を
出
し
て
い
る
な
ん
て
」
と
や
ん
わ
り
皮
肉
っ
て
い
る
、
と
い
う
解
釈

も
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た

の
で
は
、
折
角
の
二
人
の
友
情
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
仮
に

そ
う
し
た
含
み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
二
人

が
そ
う
し
た
や
り
と
り
も
で
き
る
気
の
置
け
な
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
る
も
の
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
宋
詩
紀
事
』
は
「
未
」

を
「
不
」
と
す
る
が
、「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
の
場
合
同
様
、
第
一
句
に
す
で

に
「
不
作
」
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、「
不
如
君
」
で
は
「
不
」
の
字
が
重

複
す
る
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
「
未
」
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

 

清
・
紀
昀
は
こ
の
詩
に
対
し
て

 

此
首
気
韻
渾
雅
、
猶
近
中
唐
、
不
但
五
六
佳
也
。

 

こ
の
一
首
（「
薛
氏
瓜
廬
）
は
気
韻
が
円
満
温
雅
で
、〔
風
格
が
〕
中

唐
の
詩
に
近
く
、
た
だ
単
に
第
五
、
六
句
が
す
ば
ら
し
い
と
い
う
だ
け

で
は
な
い
。

と
、
辛
辣
な
批
評
で
知
ら
れ
る
彼
に
し
て
は
珍
し
く
、
肯
定
的
な
評
価
を

与
え
て
い
る
。「
渾
雅
」
は
訳
し
に
く
い
言
葉
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
こ

の
律
詩
が
全
体
と
し
て
し
っ
く
り
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
円
満
で
上
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品
な
完
成
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
永
嘉
の
四
霊
の
う
ち
趙
師
秀
以
外
に
は
、
徐
照
と
徐
璣
が
そ
れ

ぞ
れ
五
言
律
詩
「
題
薛
景
石
瓜
廬
〔
薛
景
石
の
瓜
廬
に
題
す
〕」
を
書
い

て
お
り
、
薛
師
石
自
身
も
五
言
律
詩
「
瓜
廬
」
及
び
「
瓜
廬
至
日
即
事
」

を
書
い
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、
こ
れ
ら
も
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念

で
あ
る（13
）。

お
わ
り
に

 

こ
こ
に
紹
介
し
た
趙
師
秀
の
二
首
の
五
言
律
詩
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
作

風
を
端
的
に
物
語
る
代
表
作
で
あ
る
。「
雁
蕩
宝
冠
寺
」
は
山
頂
に
あ
る

寺
院
を
う
た
っ
て
お
り
、「
薛
氏
瓜
廬
」
は
、
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
隠
者

の
住
居
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
対
照
的
な
内
容
で
あ
り
な
が

ら
、
形
式
や
表
現
の
上
で
は
一
定
の
共
通
性
も
見
ら
れ
、
好
一
対
を
な
し

て
い
る
。
陳
衍
『
宋
詩
精
華
録
』
が
趙
師
秀
の
数
あ
る
作
品
の
中
か
ら
こ

の
二
首
を
選
ん
で
い
る
の
は
、
妥
当
な
選
択
で
あ
る
と
言
え
よ
う（14
）。
決
し

て
気
宇
壮
大
な
作
品
で
は
な
い
が
、
端
正
な
表
現
の
背
後
に
、
洗
練
さ
れ
、

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
確
か
な
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
永
嘉
の
四
霊
に
は
、

知
ら
れ
ざ
る
佳
作
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
本
稿
が
、
彼
ら
の
作
品
世
界
を
知

る
た
め
の
、
さ
さ
や
か
な
手
引
き
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
） 

こ
の
た
め
、
清
・
厲
鶚
『
宋
詩
紀
事
』
は
、
趙
師
秀
を
他
の
三
人
と
は
別
枠
扱

い
に
し
、
徐
照
、
徐
璣
、
翁
巻
の
三
人
は
巻
六
十
三
に
、
趙
師
秀
は
巻
八
十
五
「
宗

室
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
て
い
る
。

（
２
） 

比
較
的
最
近
の
宋
詩
選
集
の
中
で
は
、
金
性
堯
『
宋
詩
三
百
首
』（
一
九
八
六
年

八
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３
） 

も
っ
と
も
、
清
・
葉
廷
琯
『
吹
網
録
』
巻
五
「
夢
渓
筆
談
記
雁
蕩
山
」
に
よ
れ

ば
、
唐
の
開
元
二
年
（
七
一
四
）
に
は
す
で
に
太
守
の
夏
啓
伯
が
雁
蕩
山
を
訪
れ
、

石
に
名
を
刻
ん
で
い
る
と
い
う
。
梅
原
郁
訳
注
『
夢
渓
筆
談
３
』（
一
九
八
一
年
十

月
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
十
五
頁
、
注
（
１
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
） 

清
・
曽
唯
『
広
雁
蕩
山
志
』
巻
二
十
二
に
収
録
さ
れ
た
明
・
陸
深
「
雁
蕩
図
記
」

に
は
、「
有
寺
四
、
曰
、
古
塔
、
凌
雲
、
宝
冠
、
石
門
」
と
あ
り
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

宝
冠
寺
は
同
山
の
四
大
名
刹
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
５
） 

趙
師
秀
の
「
池
上
」
詩
に
つ
い
て
は
、『
橄
欖
』
第
十
四
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
、

宋
代
詩
文
研
究
会
）
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿
「
永
嘉
の
四
霊
の
七
言
絶
句
に
つ
い
て
」

を
あ
わ
せ
て
参
照
の
こ
と
。

（
６
） 

原
文
は
次
の
通
り
。
…
…
「
宝
冠
寺
」
詩
云
、「
流
来
橋
下
水
、
半
是
洞
中

雲
」、
用
于
武
陵
語
也
。
武
陵
「
贈
王
隠
人
」
云
、「
飛
来
南
浦
水
、
半
是
華
山
雲
」。

…
…
た
だ
し
『
全
唐
詩
』
巻
五
九
五
は
詩
題
を
「
贈
王
隠
者
山
居　

一
作
贈
隠
者
」

と
し
、
ま
た
「
水
」
を
「
樹
」
と
す
る
。

（
７
） 

原
文
は
次
の
通
り
。
…
…
杜
荀
鶴
「
祇
応
松
上
鶴
、
便
是
洞
中
人
」。
此
三
四
亦

相
犯
、
五
六
有
味
。
…
…
な
お
、
杜
荀
鶴
の
「
訪
道
士
不
遇
」
詩
は
、『
瀛
奎
律
髓
』

巻
四
十
八
「
仙
逸
類
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
８
） 
賈
島
「
訪
隠
者
不
遇
」
…
…
松
下
問
童
子
、
言
師
采
薬
去
。
只
在
此
山
中
、
雲

深
不
知
処
。

（
９
） 

薛
師
石
に
は
こ
の
他
に
詞
の
作
品
と
し
て
「
漁
父
詞
」
七
首
が
あ
り
、『
全
宋
詞
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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（
10
） 

同
じ
故
事
は
、盛
唐
・
李
白
の
五
言
古
詩
「
古
風
」
其
九
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。

…
…
青
門
種
瓜
人
、
旧
日
東
陵
侯
。
富
貴
故
如
此
、
営
営
何
所
求
。

（
11
） 

「
封
侯
」
の
語
は
、
南
宋
・
陸
游
の
「
夜
遊
宮
」
詞
及
び
「
訴
衷
情
」
詞
に
も
見

え
る
。『
風
絮
』
第
三
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
、
宋
詞
研
究
会
）
に
掲
載
さ
れ
た
龍

楡
生
編
選
『
唐
宋
名
家
詞
選
』
訳
注
稿
（
三
）
を
参
照
の
こ
と
。
同
詞
の
訳
注
は

筆
者
が
担
当
し
た
。

（
12
） 

徐
照
の
詩
、『
全
宋
詩
』は「
裁
」を「
截
」と
し
、張
鎡
の
詩
、『
全
宋
詩
』は「
半
」

を
「
未
」
と
す
る
。

（
13
） 

徐
照
の
詩
は
頷
聯
の
み
紹
介
し
た
。
ま
た
翁
巻
に
は
瓜
廬
の
詩
は
な
い
が
、
薛

師
石
に
は
翁
巻
と
の
贈
答
の
詩
が
二
首
あ
り
、
や
は
り
交
友
が
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

（
14
） 

『
宋
詩
精
華
録
』
は
、
趙
師
秀
の
作
品
と
し
て
五
言
律
詩
「
雁
蕩
宝
冠
寺
」「
薛

氏
瓜
廬
」
及
び
七
言
絶
句
「
数
日
」「
約
客
」
の
合
計
四
首
を
収
録
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
二
首
の
七
言
絶
句
は
、
銭
鍾
書
『
宋
詩
選
注
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
宋
代
詩
文
研
究
会
訳
注
『
宋
詩
選
注
４
』（
二
〇
〇
五
年
四
月
、
平
凡
社
東

洋
文
庫
）
を
参
照
の
こ
と
。
同
詩
の
訳
注
は
筆
者
が
担
当
し
た
。
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